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カテゴリー 交流会 

タ イ ト ル 在宅医療における薬剤師の役割～進歩する現状と進化する未来への提言～ 

日 時 平成 25年 3月 30日 13：30～15：00 

会 場 多目的室 

演 者 全国薬剤師・在宅療養支援連絡会 副会長、くろしお薬局 川添哲嗣先生、（株）

メディカルグリーン代表取締役、全国薬剤師・在宅療養支援連絡会会長 大澤光

司先生、（株）ホロン すずらん薬局川内店 在宅担当薬剤師 松谷優司先生、ペ

ンギン薬局 中村美喜子先生 

企 画 趣 旨  在宅医療が推進されている中で、薬剤師の活躍場面もずいぶんと明確になっ

てきました。多職種連携に関しても必要不可欠な存在となっている地域も多数

あります。そんな中、今回３人の薬剤師の方々に、「在宅医療における薬剤師

の役割〜進歩する現状と進化する未来への提言〜」をテーマとして日頃の活動

を語っていただきます。 

 長崎、ペンギン薬局の中村先生には、地域密着型薬局の一人薬剤師であって

も、その地域の在宅患者さんをしっかり自分の患者さんとして受け持つことが

できること、その意義そしてやりがいを。広島、すずらん薬局の松谷先生には、

地域密着在宅はもちろん、ターミナル期や輸液の無菌調剤が必要な方への関わ

りの重要性と課題を。そして栃木、メディカルグリーンの大澤先生には、長年

にわたり地域密着型薬局として歩んで来た中でのご経験や、全国薬剤師・在宅

療養支援連絡会の会長という立場から、薬剤師の役割や多職種連携の取り組み

実例を語っていただきます。 

 そして総合討議では、患者さんのために在宅に関わる薬剤師は今後どのよう

に進化していく必要があるのか、会場の皆様とともに討議し、近未来そして明

日への提言としたいと思います。 


